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2概要
• ハイブリッド・ライブラリー
• 電子図書館
• 図書館を取り巻く情報環境の変化
• 図書館システム
• 新たな技術
• ラーニング・コモンズと情報リテラシー
• 機関リポジトリ
• 電子ブック・電子ジャーナル
• ハイブリッド・ライブラリーの構築モデル
3ハイブリッド・ライブラリー（定義）
Hybrid Library
－ハイブリッド・ライブラリーは，伝統的な図書館
 （紙媒体の資源のみ）でもなければバーチャル・
 ライブラリー（電子情報資源のみ）でもなく，その
 二つの間にある。それは，さまざまな情報資源，
 すなわち，印刷体であれ電子であれ，保有であ
 れリモートであれ，それらが継ぎ目のない方法で
 一体となった図書館である。
出典：Pinfield, Stephen. Hybrids and Clumps. Ariadne 18, December 1998.
4ハイブリッド・ライブラリー（概念図）
従来型図書館機能
印刷メディア
従来型図書館機能
印刷メディア
電子図書館機能
電子情報資源
電子図書館機能
電子情報資源
融合
5ハイブリッド・ライブラリーの位置づけ
１．１
 
大学図書館の基本的役割
大学図書館は，今日，電子ジャーナルに代表
 される電子情報とインターネットの普及により，
 多様化し増大する各種情報を利用者である学
 生，教職員に効果的，効率的に提供し，また
 必要とされる情報関連のサービスを組織とし
 て行うことが重要となっており，こうした電子情
 報と紙媒体を有機的に結びつけた新たな意
 味での「ハイブリッド・ライブラリー」の実現が，
 大学図書館に強く求められている。
出典：『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』
 
平成18年3月
6ハイブリッド・ライブラリー像の検討
３．今後の対応策
大学図書館については，学術情報基盤の中
 での役割を再認識し，電子環境下の新しい学
 術情報流通モデルを理解した上で，各大学の
 教育研究の特徴にあわせたそれぞれのハイ
 ブリッド・ライブラリー像について検討し，電子
 資料の導入・管理等を含めた戦略的な中・長
 期運営計画を立案し，実行していく必要があ
 る。
出典：『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』
 
平成18年3月
7電子図書館（定義）
Digital Library
－資源のかなりの割合が（印刷体やマイクロフォー
 ムと対照的に）機械可読形式でコンピュータによ
 りアクセス可能な図書館。資源は図書館で保有
 している場合もあるし，コンピュータネットワーク
 を介して遠隔アクセスする場合もある。図書館に
 おけるデジタル化のプロセスは目録から始まり，
 次に定期刊行物の抄録・索引サービスに，そして
 定期刊行物や大規模参考図書に，最終的に図
 書の出版に移った。
出典：ODLIS — Online Dictionary for Library and Information Science
8１９９０年代の国内の電子図書館
• 資料の電子化と蓄積が中心
－著作権処理が比較的容易な貴重図書，学内出
版物の電子化
－デジタル・アーカイブとの違いが少ない
－機関リポジトリの萌芽が見られる
－デジタル出版という概念が希薄
• システムの研究・開発やシステム間の連携（相互
 運用性）がほとんどない
• 散発的なプロジェクト
9図書館を取り巻く情報環境の変化
• 教育研究におけるインターネット利用の定着
• 検索エンジンの急速な普及
• 商業出版社等による電子ジャーナル，データ
 ベース，電子ブック等の電子情報資源の提供
• 図書館コンソーシアムによる電子情報資源の利
 用
• グーグル等による図書館等と連携した資料の遡
 及電子化の進行
• サイバースペースでの情報資源の無料提供の
 進展
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図書館サービス
• OPAC（蔵書検索サービス）の提供
• データベースや電子ジャーナルの導入
－対象資料の粒度の違い：論文単位（例：
 DOI: Digital Object Identifier）
• 図書館ウェブサイト（ポータル）の提供
• MyLibrary によるサービスの個人化
• 非来館型のサービスへのシフト
• 来館利用の減少
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図書館業務
• 印刷メディアが中心
－業務フローや組織も従来どおり
• 印刷メディアと電子情報資源の業務処理
 やサービスの分断
• 機関リポジトリのような新しい活動の発生
• 所蔵資料のデジタル化の継続
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図書館システム
• 統合図書館システム（パッケージ）の成熟
－印刷メディア中心
• 電子情報資源への未対応
－連携して対応する動きが一部のベンダ
ーにある
• ウェブ対応になっているが，他のウェブサ
 イトに比べて非常に遅れている
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図書館システム
• 今考えることは
－図書館の検索モデル
図書館のインターフェース，特にＯＰＡＣ
• 検討に当たって留意すべきことは
－ 現状の把握
利用者と外部環境
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従来の図書館検索モデル
• フル装備のOPACを提供
• オプションだらけの検索画面を一つ提供
• 利用者は図書館資源の[利用]から始める
 と想定
• 文献利用指導に依存
出典: Breeding Marshall. Trends in Library Automation.
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厄介な統計
• 学部学生の検索パターン
－89% 検索エンジン（グーグル62%）
－
 
2% 図書館ウェブサイト
－
 
2%  オンラインデータベース
－
 
1%  電子メール
－
 
1%  オンラインニュース
－
 
1%  オンライン書店
－
 
0%  インスタントメッセージ・チャット
出典: OCLC. Perception of Libraries and Information Resources  2005.
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新たな図書館検索モデル
• 利用者が図書館目録やウェブサイトから
 調査を始めると考えない
• 図書館のウェブサイトを「目的地」とみなす
• 図書館のウェブサイトを利用者がもっと調
 査に利用するように，魅力があり目が離せ
 ない目的地とする
• ウェブの利用者は，役に立たず，ださいイ
 ンターフェースに我慢できない
出典: Breeding Marshall. Trends in Library Automation.
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図書館発見モデル
図書館ウェブサイト・目録
Web
検索の「目的地」としての図書館
出典: Breeding Marshall. Trends in Library Automation.
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次世代図書館インターフェース
• 図書館目録の再定義
• より包括的な情報発見環境
• より改良された情報デリバリーツール
• より強力な検索機能
• よりエレガントな表示
出典: Breeding Marshall. Trends in Library Automation.
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検索インターフェースの代替
• Endeca
－North Carolina State University 
Libraries
• AquaBrowser
－Queens Public Libaray
20
発見・デリバリーツールの拡張
• 商用製品
－Encore（Innovative Interface）
－Primo（Ex Libris）
21
新たな技術
• 外部から提供される電子情報資源の統合
－リンクリゾルバ（ナビゲーションシステム）
－横断検索（統合検索システム）
• ライセンス資料（リポジトリにあるアイテム
 のような電子化資料は扱わない）の管理
－ＥＲＭＳ（電子情報資源管理システム）
22
リンクリゾルバ
• ＯpenURL
論文のタイトルや著者名，雑誌の巻号等の
メタデータをＵＲＬで送信するための規格
• リンクリゾルバー
OpenURLに記述されたメタデータを解釈し
 て別のさまざまなサービスへ誘導する仕組
 み
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OpenURL対応のシステム
• 国内
CiNii，JDreamⅡ，JSTAGE，医中誌Web，
 [MAGAZINEPLUS]…
• 国外
Ovid，Web of Science，Scopus，
 EBSCOhost，ProQuest，ScienceDirect，
 PubMed，Google Scholar…
24
リンクリゾルバの仕組み（九州大  学）
25
横断検索（Federated Search)
• 複数の情報資源を同時に検索できるインター
 フェースを提供することで調査プロセスを簡素化
• 検索エンジンのようなランキング機能はない
• 予期しない結果が発生
• タイムアウト
• データベースの検索頻度が増加
• 技術は発展途上
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横断検索の仕組み
JDreamⅡ EBSCO ProQuest OVID
利用者
横断検索
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 -ビジネス
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 …
訪問
 
= 1 
セッション
 
= 20 
検索
 
= 20 
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ＥＲＭＳ（電子情報資源管理システム）
• 背景
－ライセンスした電子ジャーナルのアクセス管理
の業務が増加
－電子ジャーナルは従来の統合図書館システム
の対象外
• 電子情報資源管理（ＥＲＭ）の内容
－デジタル・コンテンツの評価，購入，中止
－ライセンスおよび利用条件の管理と追跡
－これらの情報資源の発見とアクセス
出典: Dahl, Mark et al. Digital Libraries. Chandos Publishing, 2006.
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ERMのタスク
• 新製品の発見
• 製品評価および比較
• ライセンス交渉
• 発注および更新
• ライセンス条件の追跡
• ライセンス条件および技術サポートについての利用ポイント
• ウェブ・ゲートウェイの作成
• 目録，検索可能タイトル・リストおよびリンクリゾルバによる個別タイト
 ルアクセス
• データベース製品の重複分析
• 利用分析
• アクセス管理
• プロキシー・サーバ
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ERMソリューションの構成要素
ERMS
スタッフ機能 発見・アクセス
Web OPAC
Open URLリゾルバ
ウェブ・ポータル
収集
アクセス･サービス
書誌管理
ビジネス処理
ライセンス・管理データ
対象データ
ベンダー・対象データ
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ＥＲＭＳの機能
• ビジネス処理
理想的をいえば資料種別に関係なく，図書館のすべての収集業務
 で利用される。ビジネス処理は統合図書館システムの収集モジュー
 ルで扱われる。図書館は資料種別によってビジネスツールを使い分
 けることも考えうる。
• ライセンス・管理データ
図書館が，管理上のパスワードを含む，オンライン情報資源の利用
 と管理に関連するライセンス契約の条件や他の詳細を追跡すること
 を可能にする。ライセンス情報や管理情報は資格のある職員によっ
 て手作業で入力される。
• 対象データ（Coverage data）
ベンダーのタイトル・リストや出版物アクセス管理システムから標準
 化されたデータを取り込むことができる，ほぼ自動化されたサービス
 である。対象データは統合図書館システムやリポジトリのようなロー
 カル資源からもハーベストされる。対象データは多数のさまざまなシ
 ステムで共有されなければならない。
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対象データ
• 定義
図書館で購読しているオンラインジャーナルへ
 のアクセスを提供するために利用されている
 オープンURLやその他のサービスの情報
・
 
出版物アクセス管理サービス（PAMS)
電子ジャーナル市場のプレヤー間で対象データ
交換の統一標準がないためPAMSが台頭
• 逐次刊行物用対象データ（例示）
出版社・ホスティングサービス，タイトル，ISSN，
 開始年，終了年，ベースURL
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ＥＲＭＳの種類
• ILS閉鎖ソリューション
例）Innovative Interfaces
• 単体・ERMモジュール
例）Verde (Ex-Libris)
• 出版物アクセス管理サービス[ナリッジベー
 ス・アプローチ]
例）Serials Solutions, TDNet
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ERMSの例
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出典: NCSU Libraries. Electronic Resources Management: The home-grown perspective. 
Computers in Libraries 2005.
ERMS
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学習の場としての大学図書館の活性化
• ラーニング・コモンズ（インフォーメーション・コモ
 ンズ）
－学習のための共有資源，紙媒体も電子媒体も
提供する公有の場
• 情報リテラシー教育
－教育研究に利用される多岐にわたるメディアや
情報源の中から求める情報を正確に入手し，
的確に利用することができるように道筋をつけ
ること
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ラーニング・コモンズ
• 学習のための共有資源，紙媒体も電子媒体も提供する
 公有の場
• ネット世代の学生の学習・生活行動様式にフィットした空
 間
• 機能
－図書館が保有する各種情報資源を活用し，長時間リラックスして学
習
－個人的なスペースの他，グループ学習できるスペースがあり，プレ
ゼン可能
－情報リテラシー支援を受けることが可能
－スキャナー，プリンタ，マルチメディアなどの設備が利用可能
－コンピュータ設備についての技術支援を受けることが可能
出典：米澤誠
 
学習意欲を高める図書館サービス
 
大学時報 No.315, 2007
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ラーニング・コモンズ（例１ー１）
Dalhousie University Library Learning Commons
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ラーニング・コモンズ（例１－２）
Dalhousie University Library Learning Commons
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ラーニング・コモンズ（例２）
UMass Amherst Libraries Learning Commons
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情報リテラシー教育（類型化）
直接
個人集団
カウンターでの
 レファレンス
講習会
チュートリアル授業
冊子体刊行
パスファインダー E-learning
ツアー
間接
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各大学における取り組み
• 授業＋テキスト出版
－京都大学，東北大学
• パスファインダー
－愛知淑徳大学，私立大学図書館協会
• E-learning
－慶應義塾大学，三重大学
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東北大学における取り組み
全学教育科目：大学生のための情報検索術 情報探索の基礎知識
出典：http://www.library.tohoku.ac.jp/mylibrary/tutorial/
リポート作成を起点とした情報リテラシー教育の実践
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機関リポジトリ
• 目的
－ 有料の学術コミュニケーションを補完
－
 
大学の幅広い知的成果物をデジタル
形態で恒久的に保存
－
 
高等教育機関としての大学の視認性
を高め，学術成果の社会還元を実現
出典: 内島秀樹. 大学図書館と機関リポジトリ
 
2007.
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機関リポジトリ
• コンテンツの概念
－ 機関で範囲限定
－ 学術的
－ 累積的かつ永続的
－
 
オープンで相互運用可能
－
 
デジタル形式
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機関リポジトリの現状
• Registry of Open Access Repositories (ROAR)                     
http://archives.eprints.org
940リポジトリ（2007.10.8現在）
• 各国の設置状況
米国(221)，英国(10３)，ドイツ(80)，ブラジル(54)，カナダ
 (40)，日本(40)，フランス(3９)，スウェーデン(34)，オース
 トラリア(3２)，スペイン(30)，イタリア(28)，インド(26)，オ
 ランダ(24)，ベルギー(14)，デンマーク(10)…
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DAM：Digital Asset Management
• 図書館，利用者コミュニティあるいは親機関が作
 成したデジタル資産の管理は図書館職員の新た
 な役割
• デジタルコンテンツの作成に携わっている教員や
 学生がデジタルコンテンツの組織化と再利用を
 要求
• DAMはそれ自体技術ではなく，目的，範囲およ
 び望ましい成果を定義した一連の方針と社会的
 コミットメント
• 「コレクション中心」を前提としていない
出典: Dahl, Mark et al. Digital Libraries. Chandos Publishing, 2006.
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ＤＡＭ概念図
出典：Dempsey, Lorcan et al. Metadata switch.
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ＤＡＭの構成要素
• 複数のリポジトリ
－DAMの中核
• 利用者の活動
－研究・eサイエンス
－学習と教育
• アグリゲータ（例: OAIster）
－他のリポジトリからのハーベスティング
（OAI-PMH)
出典: Dahl, Mark et al. Digital Libraries. Chandos Publishing, 2006.
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電子ブック・電子ジャーナル
• 出版社等の統合
－ 2007年
 
Wiley-Blackwell
• 出版社による電子ブックの一括販売
－ 2006年
 
Springer 14,000タイトル
－ 2007年
 
Elsevier 4,000タイトル
• アグリゲータによる電子ブックの販売
－ MyiLibrary, NetLibrary，ebrary
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出版社別のSTM分野図書の市  
場占有率
出典：Springer Library Advisory Board Asia, Bangkok, 16-19 March 2006
50
電子ブックの購入・購読先
4%
4%
7%
23%
42%
50%
58%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
EBL
MyiLibrary
Books24x７
Safari
ebrary
NetLibrary
その他
出典：ebrary Global Book Survey（2007年3月実施）
N=583 複数回答可
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出版社別の雑誌市場占有率
出典：Springer Library Advisory Board Asia, Bangkok, 16-19 March 2006
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ハイブリッド・ライブラリーの構築モデル
• ナビゲーションシステム（リンクリゾルバ）
• 統合検索（横断検索システム）
• 電子情報資源管理システム（ＥＲＭＳ）
• 機関リポジトリ
• 次世代図書館インターフェース
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二次情報データベース
Web of Science
EBSCOhost
SciFinder Scholar
Google Scholar
JDreamII
リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ
利用できるサービス
電子ジャーナルフルテキスト
蔵書検索(OPAC)
ILL
インパクトファクター
目的：二次情報データベースから論文フルテキスト入手の
ためのナビゲーションサービスの提供
ハイブリッド・ライブラリーの構築
 
：リンクリゾルバ導入
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利用できる電子
ジャーナル・データベース
横
断
検
索
利用できるサービス
電子ジャーナルフルテキスト
蔵書検索(OPAC)
ILL
インパクトファクター
目的：電子ジャーナル，データベースの（論文レベル）の
横断検索
機関リポジトリリ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ
Web of Science
SciFinder Scholar
EBSCOhost
Google Scholar
ScienceDirect
SpringerLink
Wiley-Blackwell
OUP
ハイブリッド・ライブラリーの構築
 
：横断検索システム導入
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ハイブリッドライブラリーの実現
 
電子資源情報管理システ
 
ム（ERMS）実証実験
電子情報資源
管理システム
東北大学
B大学
Ｃ大学
Ｄ大学
出版情報COUNTER
 
準 拠
 
利用統計
NII
データ管理における活用
ライセンス情報管理（発注，キャンセル，欠号クレーム
 
等），会計処理，接続障害管理
 
等
Webサービス提供における活用
タイトルリスト出力，リンクリゾルバとの情報共有，所
 
蔵目録（OPAC）への提供
 
等
ERMS
出版社が供給
標準規格(SUSHI)によ
 
るデータ交換
技術サポート
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東北大学の研究・教育成果を
収集・保存・提供する
学位論文・授業資料・学術論文・紀要・発表資料・
 貴重コレクションなど（目録だけではなく本文も）
図書館を通じて
 
一括登録も可能
ネットワークを
 
通じて無料公開
ハイブリッドライブラリーの実現
 
機関リポジトリ（ＴＯＵＲ）
・どのような研究をしているか？
・どのような教育をしているか？
・どのような学術資源があるか？
学内の教職員
 
からの登録
他機関のリポジトリ
 
との連携
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リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ
電子ジャーナルフルテキスト
電子ブック
機関リポジトリ
蔵書検索(OPAC)
ILL
データベース
電子情報資源
管理システム
（
 
E R M S ）
次世代統合図書館
システム
（
 
T-
 
L I N E S ）
統合検索
システム
ナビゲーション
システム
利用できるコンテンツ・
サービス
マネジメント
システム
成果：コンテンツ・サービス・システムの高度な融合
横
断
検
索
次
世
代
図
書
館
イ
ン
タ
｜
フ
ェ
｜
ス
ハイブリッド・ライブラリーの実現
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